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市民クラブ藤沢
１　市長の政治姿勢について

民主クラブ
１　市長の政治姿勢について

藤沢市公明党
１　行財政運営について
２　�安全で安心な暮らしを築くまちづくりに
ついて

３　�「2020 年」に向けてまちの魅力を創出す
るまちづくりについて

４　�笑顔と元気あふれる子どもたちを育てる
まちづくりについて

５　�健康で豊かな長寿社会をつくるまちづくり
について

６　都市機能と活力を高めるまちづくりについて

ふじさわ湘風会
１　市長の政治姿勢について

日本共産党藤沢市議会議員団
１　市長の政治姿勢について
２　災害から市民のいのちを守ることについて
３　�憲法を生かし、市民の福祉、くらしの施
策を拡充することについて

４　�子供の発達を保障する教育環境整備と子
育て支援策の拡充について

５　�地域経済の振興のためのまちづくりと地
元中小業者対策について

無所属クラブ
１　�平成 30 年度における市長の政治姿勢につ
いて

自民党藤沢
１　�市長の政治姿勢について

市民派クラブ
１　財政について
２　防災について
３　横須賀水道道について
４　公教育の平等性について

　

２
月
定
例
会
で
は
、「
一
般
質
問
」（
議
員
個
人
に
よ
る
市
政
全
般
に
対
す
る

質
問
）
に
か
え
て
、
新
年
度
の
市
長
の
施
政
方
針
や
予
算
案
等
に
対
し
、
会
派

を
代
表
し
た
議
員
が
「
代
表
質
問
」
を
行
い
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
代
表
質
問
は
、
３
月
１
日
、
２
日
、
５
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
８
名
の
質
問
者
が
、
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

事業の優先性を精査
平成30年度予算編成
課題に対応し重点事業を推進する

（
藤
沢
市
公
明
党
）

　

地
域
防
災
計
画
を
実
行

す
る
た
め
に
は
、
各
部
署
の
連

携
や
医
師
会
等
と
の
協
力
の
あ

り
方
な
ど
の
課
題
が
多
く
あ
る

が
、
平
成
30
年
度
以
降
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

地
域
防
災
計
画
は
、
本

市
の
防
災
対
策
の
基
本
と
な
る

計
画
で
あ
る
。
実
効
性
を
高
め

地
域
防
災
計
画

自
主
防
災
組
織
等
と
の
協
力
体
制
を
推
進

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る

る
た
め
、
災
害
時
職
員
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
、
業
務
の
優
先
度

や
必
要
人
数
を
定
め
た
業
務
継

続
計
画
を
作
成
し
、
毎
年
度
、

実
情
に
合
わ
せ
て
修
正
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
実
施
計
画
と
し

て
、
藤
沢
市
地
震
・
津
波
対
策

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
お
り
、
目
標
や
計
画
期
間
を

定
め
、
防
災
事
業
の
着
実
な
実

と
連
携
し
た
設
置
訓
練
な
ど
を

実
施
す
る
。
一
方
、
河
川
洪
水

対
策
と
し
て
は
、
想
定
最
大
規

模
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
に
向
け
、
30
年
度
は
本

市
管
理
の
準
用
河
川
等
の
う
ち
、

白
旗
川
及
び
滝
川
の
測
量
を
実

施
す
る
。
そ
の
上
で
、
県
管
理

河
川
の
引
地
川
等
の
浸
水
想
定

区
域
の
見
直
し
な
ど
を
踏
ま
え
、

32
年
度
を
目
途
に
改
定
を
考
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
の

整
理
を
初
め
、
計
画
を
有
効
に

機
能
さ
せ
る
た
め
、
自
主
防
災

組
織
や
民
間
事
業
者
等
と
の
さ

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

　

部
局
別
枠
配
分
方
式
に

よ
る
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
課
題
と
、
平
成
30
年

ら
な
る
協
力
体
制
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

　

財
政
難
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
最
も
重
要
で
あ
る
、
行

財
政
改
革
の
考
え
方
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。
ま
た
、
行
政
改
革

等
特
別
委
員
会
に
お
い
て
全
事

業
の
見
直
し
を
行
う
と
し
て
い

た
が
、
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

　

平
成
29
年
４
月
に
策
定

し
た
藤
沢
市
行
財
政
改
革
２
０

２
０
基
本
方
針
に
基
づ
き
事
務

事
業
の
見
直
し
を
図
る
た
め
、

29
年
度
は
、
事
務
事
業
評
価
シ

ー
ト
の
再
編
に
よ
る
業
務
の
見

え
る
化
や
業
務
分
析
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
た
。
加
え
て
、

今
後
は
抜
本
的
な
見
直
し
を
さ

ら
に
進
め
る
た
め
、
28
年
度
事

務
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
中
か
ら

一
定
の
条
件
に
該
当
し
た
事
業

を
見
直
し
対
象
事
業
と
し
て
抽

出
し
、
そ
の
事
業
の
見
直
し
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
31
年
度
予

算
へ
の
反
映
を
目
指
す
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

見
直
し
対
象
事
業
は
、
本
市

が
任
意
で
実
施
し
て
い
る
事
業

の
う
ち
、
開
始
か
ら
10
年
以
上

が
経
過
し
、
か
つ
一
般
財
源
の

比
率
が
高
い
事
業
の
中
か
ら
、

事
務
管
理
経
費
の
み
の
事
業
を

除
い
た
も
の
を
最
初
に
リ
ス
ト

化
す
る
。
さ
ら
に
、
国
の
基
準

以
上
の
事
業
や
他
の
自
治
体
の

水
準
を
超
え
て
実
施
し
て
い
る

事
業
な
ど
を
リ
ス
ト
に
加
え
、

抜
本
的
な
見
直
し
の
検
討
を
予

定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
抽
出
さ
れ
な
か
っ
た

事
業
を
含
む
全
て
の
事
業
に
対

し
、
29
年
度
と
同
様
に
事
務
事

業
評
価
を
実
施
す
る
中
で
29
年

度
に
実
施
し
た
各
事
務
事
業
の

成
果
、
実
績
や
課
題
等
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
な
が
ら
、
今
後

の
事
業
の
方
向
性
等
に
つ
い
て

精
査
す
る
。

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
の
各
段
階
に
お
け
る
市
民

参
加
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。
ま
た
、
合
意
形
成
を
図
る

会
議
体
の
あ
り
方
な
ど
の
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。　

藤
沢
市
行
財
政
改
革
２

０
２
０
基
本
方
針
及
び
実
行
プ

ラ
ン
は
、
藤
沢
市
行
財
政
改
革

協
議
会
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
よ
る
意
見
を
参
考
に
策

定
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
市
民

公
募
委
員
と
学
識
経
験
者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
行
財

政
改
革
に
係
る
方
針
等
に
つ
い

て
通
年
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
行
財
政
改
革

の
進
行
管
理
に
つ
い
て
も
、
進

行
状
況
の
確
認
や
意
見
を
い
た

だ
き
、
新
た
な
取
り
組
み
等
を

行
財
政
改
革
２
０
２
０
実
行
プ

ラ
ン
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
市
の
事
務
事

業
を
外
部
の
視
点
か
ら
評
価
す

る
外
部
評
価
と
、
外
部
評
価
を

実
施
し
た
事
業
の
中
か
ら
一
部

の
事
業
を
取
り
出
し
、
よ
り
多

く
の
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
カ
イ
ゼ

ン
ふ
じ
さ
わ
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
は
実
施
計
画
報
告
書

に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
報
告

に
対
す
る
市
の
今
後
の
対
応
方

針
は
、
市
の
方
針
の
概
要
と
し

て
公
表
し
、
市
民
参
画
の
現
状

が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

　

平
成
30
年
度
は
、
引
き
続
き

同
協
議
会
や
、
カ
イ
ゼ
ン
ふ
じ

さ
わ
で
の
議
論
な
ど
を
通
じ
て
、

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
通
し
た
情

報
提
供
と
、
市
民
か
ら
の
意
見

を
も
と
に
、
市
民
参
画
を
推
進

し
て
い
く
。

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
「
選

択
と
集
中
」
が
機
能
し
て
い
た

の
か
聞
き
た
い
。

　
部
局
別
枠
配
分
方
式
に

よ
る
予
算
編
成
は
導
入
２
年
目

と
な
る
が
、
導
入
前
と
比
較
し
、

予
算
要
求
段
階
で
の
収
支
か
い

離
の
減
少
や
、
各
部
局
で
の
調

製
作
業
に
お
け
る
工
夫
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
予
算
編
成
に
係
る

職
員
の
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
一
部
の
部
局
で

配
分
枠
内
に
お
さ
め
切
れ
な
か

っ
た
な
ど
、
本
方
式
の
メ
リ
ッ

ト
が
十
分
に
生
か
し
切
れ
て
い

な
い
た
め
、
今
後
は
さ
ら
な
る

改
善
に
取
り
組
む
。

　

30
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

市
政
運
営
の
総
合
指
針
２
０
２

０
の
重
点
事
業
を
中
心
と
し
て
、

特
に
注
力
す
べ
き
事
業
を
重
点

化
事
業
と
し
て
指
定
し
、
枠
配

分
事
業
と
は
別
に
財
源
を
優
先

的
に
配
分
し
た
。
ま
た
、
枠
配

分
事
業
に
お
い
て
も
、
各
事
業

部
局
が
み
ず
か
ら
事
業
の
優
先

性
を
精
査
し
て
予
算
調
製
を
行

い
、
め
り
張
り
の
あ
る
財
源
配

分
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
30
年
度
当
初

予
算
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

で
、
職
員
が
知
恵
と
工
夫
で
財

源
を
捻
出
し
、
子
育
て
支
援
や

教
育
、
東
京
２
０
２
０
大
会
へ

の
準
備
、
公
共
施
設
の
再
整
備

な
ど
、
喫
緊
の
課
題
に
し
っ
か

り
対
応
す
る
と
と
も
に
、
市
政

運
営
の
総
合
指
針
２
０
２
０
の

重
点
事
業
も
着
実
に
推
進
す
る

な
ど
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ

る
創
意
工
夫
の
予
算
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

（
自
民
党
藤
沢
）

　

都
市
化
が
進
む
本
市
に

お
い
て
、
将
来
の
人
口
構
成
な

ど
を
踏
ま
え
た
災
害
対
策
は
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
災
害
復
興
条
例
及

び
基
金
条
例
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

海
に
面
し
た
本
市
に
と

っ
て
、
災
害
対
策
に
お
け
る
喫

緊
の
課
題
は
津
波
避
難
対
策
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
高
齢
化

が
進
む
中
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策

と
し
て
は
、
平
常
時
か
ら
福
祉

な
ど
の
専
門
職
人
材
を
確
保
す

る
災
害
時
専
門
職
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
の
創
設
に
向
け
た
検
討

を
進
め
る
。
こ
の
制
度
で
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
開

設
さ
れ
る
福
祉
避
難
所
の
運
営

支
援
や
、
地
区
内
に
お
け
る
福

祉
的
な
相
談
対
応
等
を
専
門
職

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
と
し
て

想
定
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド
面
の

対
策
と
し
て
は
、
沿
岸
地
域
の

避
難
経
路
に
、
夜
間
で
も
容
易

に
確
認
で
き
る
蓄
光
式
の
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
を
用
い
た
津
波
避
難

経
路
路
面
標
識
の
設
置
の
拡
充
、

公
共
施
設
を
活
用
し
た
津
波
避

難
施
設
や
備
蓄
拠
点
の
整
備
な

ど
を
進
め
る
。
今
後
も
高
齢
者

を
初
め
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
市

民
に
対
し
、
逃
げ
お
く
れ
ゼ
ロ

へ
の
挑
戦
と
人
命
被
害
を
限
り

な
く
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し
、

減
災
に
向
け
た
災
害
対
策
を
充

実
さ
せ
る
。

　

ま
た
、
災
害
復
興
条
例
や
災

害
復
興
基
金
の
今
後
の
取
り
組

み
は
、
平
成
30
年
３
月
に
改
訂

予
定
の
藤
沢
市
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
災
害
復
興

に
向
け
た
事
前
取
り
組
み
の
推

進
を
位
置
づ
け
、
災
害
復
興
基

金
で
は
、
市
の
資
金
の
積
み
立

て
に
加
え
、
各
地
区
の
防
災
訓
練
等
に
お
い
て
よ
り
一
層
募
金

活
動
に
取
り
組
む
。

施
と
減
災
効
果
を
求
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
対
応
を
効

果
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
多

様
な
防
災
関
係
機
関
や
民
間
団

体
等
と
の
緊
密
な
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時

に
医
療
救
護
対
策
本
部
を
設
置

す
る
保
健
所
に
お
い
て
、
藤
沢

市
医
師
会
等
の
医
療
関
係
機
関

※多数会派順、同数会派は結成届出順

会派別 代表質問項目

洪水ハザードマップの見直しに向け測量が予定されている白旗川

福祉避難所が開設される各地区の市民センター

行
財
政
改
革
基
本
方
針

市
民
参
画
を
推
進

福
祉
避
難
所
運
営
支
援

人
材
確
保
の
制
度
創
設

事
務
事
業
の
見
直
し

事
業
の
方
向
性
を
精
査

代
表
質
問

主

質

と

弁

な

問

答


